
　城東支所では、2階の技術支援室および会議室を改修し、お客さまがご利用しやすい環境を整え、機器利用を中心と
した技術支援サービスを拡充しました。
　新たに、ケミカル支援室、イノベーション促進室、エレクトロニクス支援室を整備し、スペースにゆとりを持った機
器配置とするとともに、測定環境を整えました。

『TIRI NEWS ３月号（2014）』誤植のお詫びと訂正

5ページの「製品化事例05 防カビ性のある革・木家具用ケアクリームの
製品化支援」に誤植がございました。
深くお詫びし、右記の通り内容を訂正いたします。

　　　　　販売価格
　　（誤）　1,575円／3,675円／11,025円（税抜）
　　（正）　1,500円／3,500円／10,500円（税抜）

【お問い合わせ】電子・機械グループ＜多摩テクノプラザ＞  TEL 042-500-1263

【お問い合わせ】＜城東支所＞  TEL 03-5680-4632

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

　４つの樹脂から選べる3Ｄプリンター

技術支援サービスを拡充

　都産技研 理事 吉野 学の任期満了に伴い、平成26年4月1日付で
鈴木 雅洋（前多摩テクノプラザ所長）が新理事に就任いたしました。
　
●役員体制（平成26年４月１日付）
　理事長　片岡 正俊
　理　事　原田 晃
　理　事　鈴木 雅洋（新任）
　監　事　宮内 忍（非常勤）

【鈴木 雅洋（すずき まさひろ） 略歴】
昭和32年11月16日生

　●学　歴
昭和56年３月　職業訓練大学校化学系塗装科卒業

　●職　歴
昭和56年４月  滋賀総合高等職業訓練校塗装科指導員

昭和57年６月  東京都労働経済局東京都立工業技術センター工芸部研究員

平成 ７年４月  同センター工芸部主任研究員

平成17年４月  東京都産業労働局東京都立産業技術研究所

　　　　　　　産業支援部企画調整課技術審査・評価技術担当副参事

平成18年４月  地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

　　　　　　　経営企画部経営企画室上席研究員

　　　　　　　（東京都産業労働局商工部技術連携担当副参事派遣）

平成20年４月  同センター事業化支援部交流連携室長

平成21年４月  同センター事業化支援部技術経営支援室長

平成23年４月  同センター多摩テクノプラザ所長

新理事就任のお知らせ

「Tokyoふしぎ祭エンス2014」に出展

　平成26年度の科学技術週間は、4/14～4/20までの期間です。
東京都では、4/19（土）・20（日）に、主に小・中学生をターゲッ
トに、参加・体験型の行事を通じて科学技術に関する理解と関心
を深めていただくため、「Tokyo ふしぎ祭エンス 2014」を開催
します。展示表示だけでなく、実験・体験・工作教室などのワー
クショップを充実させ、科学技術を楽しく学べるイベントです。
　都産技研もブースを出展し、日曜日は工作教室を開きます。皆
さまのご来場をお待ちしています。
 

平成26年4月19日（土）～20日（日）
10：00～17：00
 
●会　場

日本科学未来館（江東区青海2-3-6）
 ●入場料

無料

　都産技研では、都内中小企業や大学 ･ 業界団体から共同研究の
テーマを募集し、相互に経費と課題を分担して新製品や新技術の開
発を目的とした研究を実施しています。募集は年２回実施し、今回
は第１回目の募集です。事前に都産技研の技術相談や依頼試験など
の支援メニューをご利用され、担当職員とご相談の上で共同研究実
施の準備が整ったものが対象になります。研究成果からは数多くの
新製品や特許が生まれていますので、本事業をご活用ください。
 

●受付期間
　平成26年４月２日～10日（土・日曜日は除く）
　9：00～17：00

※都産技研研究員と十分な打ち合わせを経て、本部 開発

　企画室までご提出ください。

●研究期間
平成26年５月１日～平成27年３月31日

 ●採択テーマ数
20件程度

 ●選考方法
書類および面接審査により実施
★詳細はhttp://www.iri-tokyo.jpをご覧ください。

 ●お問い合わせ先 
【技術内容について】

技術経営支援室 総合支援窓口 TEL 03-5530-2140
【申請書類について】

開発企画室       TEL 03-5530-2528

平成26年度共同研究（第1回）募集案内
～製品化・事業化を目指す共同研究～

平成26年度 受注型中小製造業競争力強化
支援事業助成金（第1回募集）

　自社の技術の高度化・高付加価値化に向けて、都内中小製造業がも
のづくり基盤技術※を活用して行う技術開発を支援します。
※本事業では「ものづくり基盤技術」として22技術を指定。
   詳細は公募要領をご覧ください。

●対象者
東京都内に主たる事務所または開発実施場所を持つ中小企業者 等

 ●助成金額・助成率・期間
1,500万円以内・助成対象経費の2/3以内・１年３ヶ月以内

 ●助成対象経費
原材料・副資材費や機械装置・工具器具費など開発に要する経費

 ●事業概要等
お申し込み方法や事業の詳細は、東京都中小企業団体中央会
ホームページをご覧ください。
http://www.tokyochuokai.or.jp/

 ●お問い合わせ先
東京都産業労働局商工部創業支援課　 TEL 03-5320-4745
東京都中小企業団体中央会支援事務局 TEL 03-6278-7936

多摩テクノプラザ  電子・機械グループ

支所紹介 城東支所
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      新しい樹脂のご利用を開始しました
　多摩テクノプラザの3Dプリンターは、2種類の樹脂を
同時に造形可能で、軟質樹脂でも試作が可能という特徴
があります。
　このたび、より軟らかいゴムライク樹脂による試作評
価も可能となりましたのでご紹介します。

      多摩テクノプラザの４つの樹脂
　●ABSライク樹脂（Vero Blue）
　　青色の硬質樹脂。通常のプラスチックの試作品向き。
　　ABSライクは必ず使用します。残りの3種類から

1つを選択可能です。
　●PPライク樹脂（Durus White）
　　乳白色の半透明樹脂。ツメのあるカバーなど、しな

りが必要な試作品向き。
　●硬質ゴムライク樹脂（Tango Gray）
　　灰色のゴム状の樹脂。パッキンなどの試作品向き。
　●軟質ゴムライク樹脂（Tango Plus）　New

　　半透明のゴム状の樹脂。消しゴムくらいの硬さ。

新規導入の軟質ゴムライク樹脂
　これまでのゴムライク樹脂（硬度75）よりも、
さらに軟らかいゴムライク樹脂（硬度27）です。
　例えば、軟らかめのグリップやパッキン、
フィット性が必要な身の回り品などの試作評価
に適しています。

　  ケミカル支援室
耐薬品性フロア、簡易ドラフトチャンバー
を完備
ご利用いただける機器
•エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置
•色差計　　　　•光学顕微鏡
•ヘーズメータ　•電子天秤
•光沢計

　  イノベーション促進室
打合せ用テーブル、プロジェクター用
スクリーンを設置

•実習付きセミナー、産学公連携会議
　などを開催

　 エレクトロニクス支援室
帯電防止フロア、電気・電子測定
機器用接地付き電源を完備
ご利用いただける機器
•自動絶縁耐圧試験器
•漏れ電流試験器
•保護導通試験器
•インピーダンス測定器（LCRメータ）

ABS・PPライク樹脂による
バックルの試作

自重でたわむゴムライク樹脂


